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新構想大学院大学における 

0 平松章男， 玩 dikKlm ㎞ "wan, 刀 、 林俊哉， 

究 テーマ探索手法の 開発について 

与野 稔 ，中森 義輝 ( 北陸先端科学技術大学院大 ) 

学 技術大学院大学 ( ) は 、 学部 

を持たない大学院課程のみの 大学として 1 

月に国立大学法人に 移行した。 ほ 

た 奈良先端科学技術大学院大学と 

ともに、 先端科学技術分野における 国際的水準の 研 

究を行い。 それを背景とした 大学院教育によって、 

次代の科学技術創造の 指導的役割を 担 う 人材を組織 

的に育成することを 理念や目標に 掲げている 
な む ち、 従来見られたような 徒弟制度的なう 一 ニン 

グプロセスではなく。 体系的なカリキュラム とコ一 

スワークによって @ 広く柔軟， あ る科学者を育成 

する教育の展開を 実施して ぃ 

本報告では。 新構想大学院大学であ る 

いて。 大学院生が自分自身で 研究テーマを 探索する 

手法についての 一つの提案を 行 う 。 またこの手法の 

基礎的な調査として、 実験系の研究室を 例にと り @ 

研究テーマがどのように 変遷してきたかを 考察する。 

これら oy 結果から、 院生が自分自身で 研究テーマを 

探索するための 指針となる手法開発を 目指す。 

の 研究科 ( 知識科学研究科、 

、 マテリアルサイエンス 

生 が在籍している 

持たない大学院大学にお い 

院生 は 学部時代と全く 異 

なる指導教員の 下で、 学部時代の研究とは 異なるテ 

ーマに取り組まざるを 得ない。 

ム では、 博士双期課程入学後の 約 3 か 月間は阪の形 

で研究室配属となり。 講義を受講しながら 自分の興 

味 。 関心や将来展望に 合った研究室。 研究テーマを 

選定する期間となっている。 実験を主体としている 

マテリアルサイエンス 研究科でほ、 各研究室の教員 

の研究方針や 保有する実験設備とかけ 離れた研究を 

することは難しい。 そのため、 おのずと各研究室が 

これまで行ってきた 研究テーマに 何らかの関連を 持 

つ対象を自らの 研究テーマとして、 院生はそれぞれ 

の 研究室へと正式に 配属されることとなる。 研究室 

へ 正式配属されてからも、 その研究室において 可能 

な範囲で、 自らの興味。 関心に合った 研究テーマを 

具体的に決定している。 
一方、 博士後期課程の 大学院生には 学内進学者も 

多く、 他 大学の大学院から 入学した場合や 社会人入 
学の場合であ っても既にそ なりの研究経験を 持っ 

ていることから、 入学当初から 各研究室へ正式配属 
される。 研究テーマに 関しては、 学内進学の場合 は 

博士双期課程での 研究テーマをさらに 発展させる形 

となることが 多い 、 他 大学出身や社会人 

でも過去の研究 経 りに生かした 研究 テ一 

マを選定することが 多い。 

以上から、 大学院学生が 研究テーマを 自ら探索す 

る手法を開発する 際に必要なものとして、 例えば 

。 関心のあ る事 

までの研究経験 

(3) 研究室 ( 指導教員 ) の研究方針 
(4) 研究室で利用可能な 実験設備 

(5) 研究テーマ発展性の 見極め 
などの要素を 挙げることができる。 

(1) の自らの興味。 関心ほ、 この大学院大学や 研究 

科を選んで入学したことを 考えると、 全く対応する 
テーマが無いと 言 う ことほ少ないであ ろう。 ( めのこ 

れまでの研究経験は、 博士後期課程ならあ る程度は 
持っていると 考えられるが。 前期課程の場合はそれ 

ほど多くないか。 場合によっては 全く畑違いのケー 

スもあ る。 したがって。 博士双期課程の 場合はこれ 

までの研究経験よりも 自らの興味。 関心の方が、 研 

究テーマ探索に 大きな影響を 与えると予想、 される。 
(3) の研究室 ( 指導教員 ) の研究方針は、 もし学生の 
考えと大きく 異なる場合に 指導可能かどうかにも 関 

わるものであ り、 かなり大きな 要素となる。 同様に 

) の 研究室で使用可能な 実験設備についても、 研究 

テーマが実現可能かどうかを 実質的に左右する 要因 

となる。 最後に。 ( めの研究テーマ 発展性の見極めに 
ついては、 自らの研究に 対する興味。 関心が研究室 

の研究方針と 合致し、 なおかつ社会的にも 受け入れ 
られるかどうかをも 考慮に入れる 必要があ る。 

以上の事柄を 検討するためのツールとして、 次節 
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籍 している。 また、 1995 年 3 月 ( 平成 6 年度 ) に 3 

名の博士双期課程修了生を 送り出して以来、 これま 

でに博士双期課程 52 名、 博士後期課程 比 名を輩出 

している。 青 野研究室のこれまでの 修了者数を、 表 

1 に示す。 
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れ ) オレフィン重合における 重合初期の反応機構の 

解明 
) 触媒の表面観察と 新しい 能を有するオレフ ィ 

ン 重合触媒の開発 
(3) ポリオレフィン 系ナノコンポジット 材料の開発 

(4) ポリオレフィンの 安定化と劣化機構の 解明 

ポリプロピレンやポリェチレンに 代表されるよ う 

に 、 炭素と水素だけから 成り有害な元素を 含まない 

ポリオレフィン 材料 は 、 幅広い分野で 使用され需要 

時間   
戦略ロードマ ッ ピンバの概俳 

このロードマップの 概念を研究戦略策定。 すなむ 

ち研究テーマの 探索に利用するための 基礎調査とし 

て、 実験系研究室における 研究テーマ変遷の -- 例を 

次節に示し、 研究戦略ロードマップ 開発の可能性に 

ついて考察する。 

も高まっている。 ポリオレフィンを 合成する遷移 金 
属 触媒として最も 広く使用されているのが Z ぇ eg 王 er 

触媒であ るが、 触媒の重合メカニズムの 解明とポリ 

マ一一次構造の 自由な制御はいまだに 達成されてい 

ない。 青野研究室でほ、 オレフィン重合触媒にっ い 

て 研究した成果を 基にして次世代型高機能ポリオレ 

フィン系材料の 創製を目指している。 
表 2 から表 5 ほ 、 青野研究室における 研究テーマ 

の 変遷 ( 一部 ) を示したものであ る。 

表 2 には、 臼 ) オレフィン重合における 重合初期の 

とした 

研究を行っているマテリアルサイェンス 研究科 

( 旧 。 材料科学研究科 ) の化学系研究室であ る幸野 

研究室を取り 上げて、 研究テーマの 変遷について 述 

べる O 

「次世代型高機能ポリオレフィン 系材料の創製」 

を目標に掲げる 青野研究 封 5H には現在、 教授 i 名 ( 青 

野教授 ) 、 特任助教授 A 名 、 助手 i 名 。 研究員 2 名の 

他に、 博士後期課程 5 名、 博士双期課程 1 1 名が在 
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反応機構の解明に 関する研究の 変遷を示す。 研究テ 

ーマのタイトルだけからの 判断であ るが、 研究の初 
期にはプロピレンやオレフィンの 重合初期における 
反応や触媒成分の 影響を研究していたが、 徐々に活 
性 点 構造解明のよ j な 研究へと進展していることが 
分かる。 

( オレフィン重合に 

    
王 l XE Ⅱ a 青野新空室 l   bj ける 窩敵 の - 一マ f@ また 力る 研究 

表 3  には。 (2) 触媒の表面観察と 新しい機能を 有す 

る触媒の開発に 関する研究の 変遷を示す。 この分類 

の 表面観察と新しい 

・ 冶 Ⅹ @j. 寺野 研究囲おける 枚数のテーマにまたり @ るひ 突 

く 斬 Ⅱ、 榛 能を有する触媒の 開発 ノ 

注 @ Ⅹ E Ⅲ @ 寺軒 研究室における 窩仮の テーマにまたわろ 研究 

表 4 には、 (3) ポリオレフィン 系ナノコンポジット 

材料の開発に 関する研究テーマの 一覧を示す。 この 

研究テーマに 着手して日が 浅いが、 最初 は 物質の特 
性や表面状態の 観察から始まり、 次第に挙動や 構造 
解析、 合成へと研究が 進展している。 

( ポリオレフィン 系ナノコン 

における研究のうち、 触媒の表面観察に 関する研究 
では、 研究の初期には 電子顕微鏡を 用いた 

Ziegler"Na 描技 触媒の直接表面観察が 行われていた " 

一方、 新しい機能を 有する触媒開発では、 種々の 
gCl2 担持型左 egler 触媒に対する 基礎的な研究が 

行われていた。 し 時 が経っに つ れて、 新しく 開 

発された触媒を A ( 原子間 力 顕微鏡 ) 観察などの 

く ポリオレフィン 系ナノコンポ・ ジツト 材料の開発 ノ 

新しい手法により 観察するなど、 これまでに得られ 
た研究成果を 利用して次の 研究が進められているこ 

とが良くわかる。 表 5 には。 (W) ポリオレフィンの 安定化と劣化機構 
の解明に関する 研究テーマの 変遷を示す。 ポリオレ 
フィン系材料の 劣化の原因となる 熱 、 光、 触媒 残俺 
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の 影響について、 当初は熱酸化劣化の 研究から開始 

し、 次第に光劣化に 関する研究も 含むように進展し 
ていることが 分かる " 

( ポジオレフィンの 安定 7 

方針。 研究設備の制約、 研究テーマの 将来的な発展 

性を考慮に入れる 必要があ る。 また、 研究テーマ探 

索手法の一つとして、 研究戦略ロードマップの 提案 

を行った。 さらに、 実験系研究室の 研究テーマ変遷 

の事例を調査し、 研究戦略ロードマップを 利用する 
際に基礎的なデータを 得た。 今後。 手節研究室メン 

く ポリオレフィンの 安定化と劣化機構の 解明 ノ 

以上のように、 青 野研究室でほそれぞれの 研究テ 

ーマに対して、 研究の初期には 触媒や材料の 基本的 

性質を解明し、 その後に種々の 物質を利用して 新た 
な触媒や材料を 開発する応用的な 研究へと進展して 
いる。 

前節のように、 研究室の研究テーマ 変遷を調査す 

ると、 先行する研究テーマとそれを 引き継ぐ研究テ 

ーマが明らかになる。 前任者の研究の 記録を調査し。 

自分の研究テーマにおける 社会的位置付けや 将来的 

に 必要なものを 明確にすることも 大切であ る。 その 

手助けとして、 研究戦略ロードマップが 研究テーマ 

探索ツールの 一つとして利用可能であ る。 研究戦略 

ロードマップを 媒介とすれば、 大学院生が研究室や 

指導教員の方針を 理解し。 研究の社会的意義を 踏ま 

えて自分自身の 研究テーマを 探索することがこれま 

でよりも容易になると 考えられる。 研究戦略ロード 

マップの概俳の 一例を、 図 2 に示す。 

北陸先端科学技術大学院大学は 血 

新構想大学院大学における 研究テーマ探索手法の 開 

発に関して、 研究テーマ探索に 必要な要素の 考察を 

行った。 大学院学生が 自らの研究テーマを 探索する 
ためにほ、 研究対象への 興味。 関心と研究室の 研究 

バ 一の具体的な 研究経験や、 研究テーマの 将来的な 

発展性を考慮して。 この研究戦略ロードマップの 有 

効性を検証したい。 

@  M  -- 

図 マップの概俳図 
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